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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月28日(2014.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グラフト共重合体を調製する方法であって、
　ｉ）ガラス転移温度が１２０℃よりも高い少なくとも１つの疎水性ポリマーと、
　ｉｉ）少なくとも１つの親水性ポリマーと
を押出機の中で反応混合させることを含み、前記押出機の混合ゾーンにおける温度は２８
０℃乃至３５０℃の範囲内にある方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記少なくとも１つの疎水性ポリマーは、ポリスルホ
ン、ポリエーテルスルホン、ポリアミド、ポリカーボネート、ポリエチレンイミン、及び
シクロオレフィン共重合体からなる群から選ばれる方法。
【請求項３】
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　請求項２に記載の方法であって、前記少なくとも１つの疎水性ポリマーは、ポリスルホ
ン及びポリエーテルスルホンから選ばれる方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の方法であって、前記少なくとも１つの親水性ポリ
マーは、ポリビニルピロリドン、ポリエチレングリコール、及びポリオキサゾリンからな
る群から選ばれる方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、前記親水性ポリマーはポリビニルピロリドンを含んだ
方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の方法であって、
　ｉ）混合物の全重量に対して５０乃至９５重量％の、ガラス転移温度が１２０℃よりも
高い少なくとも１つの疎水性ポリマーと、
　ｉｉ）混合物の全重量に対して５乃至５０重量％の、少なくとも１つの親水性ポリマー
と
の混合物を反応混合の出発物質として使用する方法。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の方法によってグラフト共重合体を製造することを
含んだ、多孔性膜を製造する方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、前記グラフト共重合体を溶媒中に溶解させてポリマー
溶液を製造することを更に含んだ方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、前記ポリマー溶液を、更に処理することなく、前記多
孔成膜の製造に使用する方法。
【請求項１０】
　請求項７に記載の方法であって、前記グラフト共重合体を処理して未反応の出発物質及
び副生成物を取り除くことを更に含んだ方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、前記未反応の出発物質はポリビニルピロリドンであ
る方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、前記グラフト共重合体を溶媒中に溶解させてポリマ
ー溶液を製造し、次いで、沈殿剤を前記ポリマー溶液に添加することにより沈殿させる方
法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であって、沈殿物を抽出に供して可溶性ポリビニルピロリドン
の残留分を除去する方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法であって、前記沈殿物を続いて乾燥させて揮発分を除去する方
法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法であって、乾燥させた前記沈殿物を溶媒中に溶解させてポリマ
ー溶液を製造することを更に含み、前記ポリマー溶液を多孔性膜の製造に使用する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
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　得られた膜を、６０℃で夜通し乾燥させた。得られた膜の厚さは、およそ４０μｍであ
った。膜の水力学的透過率Ｌｐは、膜ａ）については２．３×１０－４ｃｍ／ｂａｒ・ｓ
、膜ｂ）については９．８×１０－４ｃｍ／ｂａｒ・ｓ、膜ｃ）については１．７×１０
－４ｃｍ／ｂａｒ・ｓであることが分かった。
　以下に、当初の特許請求の範囲に記載していた発明を付記する。
［１］
　グラフト共重合体を調製する方法であって、
　ｉ）ガラス転移温度が１２０℃よりも高い少なくとも１つの疎水性ポリマーと、
　ｉｉ）少なくとも１つの親水性ポリマーと
を押出機の中で反応混合させることを含み、前記押出機の混合ゾーンにおける温度は２８
０℃乃至３５０℃の範囲内にある方法。
［２］
　項１に記載の方法であって、前記少なくとも１つの疎水性ポリマーは、ポリスルホン、
ポリエーテルスルホン、ポリアミド、ポリカーボネート、ポリエチレンイミン、及びシク
ロオレフィン共重合体からなる群から選ばれる方法。
［３］
　項２に記載の方法であって、前記少なくとも１つの疎水性ポリマーは、ポリスルホン及
びポリエーテルスルホンから選ばれる方法。
［４］
　項１乃至３の何れか１項に記載の方法であって、前記少なくとも１つの親水性ポリマー
は、ポリビニルピロリドン、ポリエチレングリコール、及びポリオキサゾリンからなる群
から選ばれる方法。
［５］
　４に記載の方法であって、前記親水性ポリマーはポリビニルピロリドンを含んだ方法。
［６］
　項１乃至５の何れか１項に記載の方法であって、
　ｉ）混合物の全重量に対して５０乃至９５重量％の、ガラス転移温度が１２０℃よりも
高い少なくとも１つの疎水性ポリマーと、
　ｉｉ）混合物の全重量に対して５乃至５０重量％の、少なくとも１つの親水性ポリマー
と
の混合物を反応混合の出発物質として使用する方法。
［７］
　グラフト共重合体であって、
　前記グラフト共重合体の全重量に基いて５０乃至９９重量％の、ガラス転移温度が１２
０℃よりも高い少なくとも１つの疎水性ポリマーと、
　前記グラフト共重合体の全重量に基いて１乃至５０重量％の、少なくとも１つの親水性
ポリマーと
を含んだグラフト共重合体。
［８］
　項７に記載のグラフト共重合体であって、前記少なくとも１つの疎水性ポリマーは、ポ
リスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリアミド、ポリカーボネート、ポリエチレンイミ
ン、及びシクロオレフィン共重合体からなる群から選ばれるグラフト共重合体。
［９］
　項８に記載のグラフト共重合体であって、前記少なくとも１つの疎水性ポリマーは、ポ
リスルホン及びポリエーテルスルホンから選ばれるグラフト共重合体。
［１０］
　項７乃至９の何れか一項に記載のグラフト共重合体であって、前記少なくとも１つの親
水性ポリマーは、ポリビニルピロリドン、ポリエチレングリコール、及びポリオキサゾリ
ンからなる群から選ばれるグラフト共重合体。
［１１］
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　項１０に記載のグラフト共重合体であって、前記少なくとも１つの親水性ポリマーは、
ポリビニルピロリドンを含んだグラフト共重合体。
［１２］
　項７乃至１１の一項に係るグラフト共重合体又は請求項１乃至６の何れか一項に係る方
法によって製造されたグラフト共重合体の、多孔性膜の製造における使用。
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